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Ｃ）のうち、ムスリムの識字率は、七～六〇歳以上の年齢層のなかで最も低かった。ムスリムの女子の識字率 三〇・三％と最も低く、この問題は、多く 新聞に 取り上げられた。図１に示すよう 、一五～二九歳のムスリムと他のＳＲＣの若者の教育格差は、初等教育以降に増加し始める。ムスリムの若者は、他のＳＲＣの若者に比べて、高等教育機関へ 入学 が最も低く約一四％であり、女子入学率は六・六八％と最も低い。　
ムスリム社会の教育水準が低い






図 1　15 〜 29 歳の若者の宗教別教育達成レベル（2011 年）
（出所）2011 年インド国勢調査より筆者作成。

































七エーカー）未満の土地しかない。一三％の世帯が二〇ビガ以上の土地を所有していた。ムスリム一般世帯のうち、二八％ 土地なしであり、一九％が五ビガ未満の農地を所有。調査世帯人口 二五％を占めている地主チョウドーの世帯は、二〇ビガ以上の土地を持っていた。 かし、ムスリムＯＢＣ世帯は全く土地を所有しておらず、土地所有 不平等はスリム一般とＯＢＣ世帯の間だけでなく、ムスリム一般 の間でもみられた。つまり、ほとんどムスリム世帯が耕作地から 農業収入では生活できないこ を示している。　
カーストと社会階級の違いは、
仕事の内容の違いにつながる たとえば、ムスリムＯＢＣ世帯のどれも、通常 給与雇用を主な職業としていないのに対し、一般世帯の六％は主に民間部門の








































リムＯＢＣの三五％以上が非識字であり、ムスリム一般の一六・八％の二倍の非識字率を示している。教育格差は、中等教育以降に徐々に増加する。ムスリ ＯＢＣ家族の若者たちは、高等教育を志向するモチベーションが るかに低い。ＯＢＣ のうち 一四・二九％が前期中等学校レベルまで勉強を続けたいと考えているのに対して、ムスリム一般 三九・五％は後期中等教育レベルまで教育を続けている。一方、ムスリムＯＢＣによる 後の教育への参加は、ムスリム 般より七％低い（図２） 。中等以降の教育への志向が低いこと 、多くのムスリムの若者にとって構造的制約を作り出し、非組織部門での自営業しか仕事がみつけられないことに結びついている。　
若者の就学と仕事への参加状況
と仕事の性質を比較すると 階級
階層が大きく影響していることがわかる。図３に示すように、ムスリム一般とＯＢＣの若者の違 は、経済力の格差と社会的ネットワーク、文化資本の格差によるものであることがわかる。就学ではなく仕事に就いているＯＢＣの割合は八七％と非常に高いが、ムスリム一般の若者は学生 就労は大体半々であった。ＯＢＣ家族のなかで働く若者 割合がはるかに高いことは、教育への経済的負担が大きいことを示している。こうした負担は、若者の社会的つながりや移住可能性に影響を及ぼすが、ムスリム一般の若者にはこの点で相対的に特権がある。チョウドリー出身の若者は、ノイダ（デリーとハプールの隣接都市）で零細事業や小規模自営業 など、自営タイプの仕事に就いている。両方 グループが主に非農業 仕事で働いているが、その仕事の中身は、ステータス、権力、地位、賃金などの点でかなり異なっている。ＯＢＣの若者は、より低賃金で社会的ステータスのな 仕事（日雇 労働など）に従事する傾向 あ た。注目すべきは、ムスリムの若者で正規雇用に就いている若者が全くいなかったことである。
⑵拡大親族と社会的ネットワーク　
イスラム一般とＯＢＣのもつ社
会ネットワークの広がりの違いが、若者の仕事の性質に影響を与えている。チョウドリ やイスラム一般の若者のうち、特に土地を所有し、優れた社 的地位を享受している若者は、コミュニティを超えた自営業や小売業に従事する傾向があるのに対して ムスリムＯＢＣの若者は、コミュニティ外にネットワークがなく、自身の事業を始めるのが難しい。土地所有階級として、チョウドリー家族はＵＰ州の他の地域 ビラーダリーシステムと広くつながっており、親の経済的つながりも強く、雇用機会に結びつくことが多い。サ イ村のチャウドリー家 若者たちも、これらの親族ネットワークを利用して、仕事やインターンシップの機会をみつけ、小規模な商取引を始めるためにコミュニティを超えて移動することもできる。対照に、イスラムＯＢＣの家族は、親族や親戚のつながりはあるが、カースト構成員の経済的社会的地位が低いため こうしたつながりから得られるベネフィットは少ない。　
ノイダでは、修理工場や小売業













を稼いでおり、家族を支えることができるようになった。一方で、数は限られているも の高等教育への進学も増えており それによって、チョウドリーの若者 間では、他の社会的ネットワークからの利益を得る可能性 高まっている。たとえば、二〇代の若者シャー・アリ（
Sher A
li ）は、大学の
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図 3　サライ村のムスリム若者（15〜 29 歳）の社会宗教的カテゴリ
ー別学生と仕事および仕事のタイプの分布（2015 年）
（出所）筆者のフィールド調査 2012-2013、2014-2015 年より。
